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わが国では，６０年代から人間乱数の研究が始まり，生体工学，精神医学，心理
学の分野横断的な研究に発展している [1]．北極遠征隊員のストレステストをきっ
かけにして，人間乱数を通して，統合失調症患者の集団における対人関係を集団
カウンセリングにおいて調べた研究もある [2]．伊庭らにより，確率モデルに基づ
いたより精緻な数理的考察がなされている [3]．Wagenaarは精神医学系の学術雑
誌において，人間が作る乱数には時間相関があるということを７０年代に指摘し
ており [4]，日本人の６０年代の研究も引用している [5]．アルツハイマー病や遂行
機能障害との関連の研究もある [6]．人間乱数の研究の中心となってきたのは，平
均や分散といった静的な統計量や確率遷移行列などであったが，ここでは，二時間
相関関数や時間方向の粗視化による統計力学形式（大偏差統計）を用いた解析を
試みる．統一パーキンソン氏病評価指標 (Unified Parkinson’s Disease Rating Scale

(UPDRS)) の中の「指タップ」課題に着想を得て，できるだけ周期的に指を水平
に往復する課題を考案し，フォトゲートセンサーとパソコンを用いた簡易な往復
時間の測定装置を作成した．これより得られたデータの時間相関や大偏差統計を
解析する．データは厳密な周期運動ではなく，周期的な成分からのずれが生じる．
これをある種の人間乱数とみなす．また，できるだけランダムに「０」と「１」を
発音するという課題においては，人間の短期記憶との関連を考察する．さらに，人
間乱数の外場・外乱に対する応答を論じる．
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